
東アジア文化都市2023静岡県

スポーツ・文化観光部

文化局 文化政策課
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（賀茂地域広域連携会議）関連資料

資料１

１ ロゴマークの紹介

２ 事業の全体像

３ 全体スケジュール

４ 地域連携プログラム

 ・市町事業助成

 ・民間事業助成

 ・認証事業（市町、民間）
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 １ ロゴマークの紹介

【ロゴマークの意味】

 日本の飾り結びのうち、結びつきの象徴として縁起が良いとされる「あげまき結び」の、

結ぶ前の形状をモチーフとしている。

 ３国で交流するため３色を使い、特に青色で富士山の形を、赤と黄色でハートの形を連想

させる。また、完全に結ぶ直前の形にすることで、文化振興や東アジアの交流が、今後発展

し確実に実を結んでいく意味を込めている。

【あげまき結び】
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広報（ＰＲ）動画を
ご覧ください！

市町広報や関連イベントにて、
ぜひ積極的に活用ください！

SPAC演劇公演

オペラコンクール

サイクルツーリズム

実施主体 内 容

交流事業

・発信

・公式式典、交流プログラム、・SNSを通じた情報発信

・中国・韓国の開幕/閉幕式典への参加、その他の国際交流事業

コア事業

協働

プログラム

地域連携

プログラム

◎市町、地域の様々な団体と連携した文化事業

・各市町、実行委員会主催事業    ・民間主催事業

◎本県独自の文化芸術事業を展開

・国際オペラコンクール       ・SPACせかい演劇祭

・富士山世界遺産登録10周年事業   ・伊豆文学祭(仮称)

・アーツカウンシルしずおか支援事業 ・その他県主催事業 

◎文化の首都として、幅広い分野で魅力を発掘・発信

・スポーツ文化 ・歴史文化 ・食文化

・茶文化    ・花文化  ・農業

・ファッション ・温泉文化 ・サブカルチャー

県産食材の魅力発信
仕事人レストランフェア

※ 今後、幅広い分野で関連事業を追加

 ２ 事業全体像①（基本計画）
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○交流・発信事業

（市町認証事業）

（市町事業助成）

大道芸Ｗ杯、浜松まつり、大河ﾄﾞﾗﾏ関係、
まつり・花火大会、文化ｲﾍﾞﾝﾄ ほか

（県主催の幅広い分野で展開する関連事業)

花博20周年、茶草場農法認定10周年、ｶﾞｽﾄﾛﾉ
ﾐｰﾂｰﾘｽﾞﾑ、ＭＴＢｶｯﾌﾟ ほか

国際オペラコンクール、富士山世界遺産登録10周年、伊豆文学祭、
せかい演劇祭ほか

春/秋の式典、国際交流、広報事業

ＴＧＣ、テックビート、ホビーショー、食文化ｲﾍﾞﾝﾄ、
家具メッセ など

（民間認証事業）

(協働ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ(文化団体)) 

○協働プログラム

○地域連携プログラム

（助成事業、認証事業）

（民間事業助成）

○コア事業

大茶会、日本平文化ゾーンイベント、
武道ツーリズム ほか

 ２ 事業全体像②（県予算上の整理）

主に県主催事業

市町・民間
主催事業
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【新規】

【新規】

【新規】 【新規】

区分 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
静岡県

開幕式典等

国内外にお
ける広報等

祝祭
プログラム
(コア事業)

協働
プログラム

地域連携
プログラム

春の式典（5/2）

国際オペラコンクール

民俗芸能ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

秋の式典

グランシップ・県立美術館、地球環境史ミュージアム、
世界遺産センターによるｲﾍﾞﾝﾄ・企画展の開催

中国開幕式典

韓国開幕式典

   アーツカウンシルしずおかが支援する住民主体のアートプロジェクト

ふじのくに芸術祭春の祭典

ふじのくにせかい演劇祭

伊豆文学ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

文化財ｵｰﾀﾑﾌｪｱ

日中韓学生ｻﾐｯﾄ

朝鮮通信使記念茶会

中国閉幕式典
韓国閉幕式典

認証制度運用開始

文化都市宣言・
「富士山の日」フェスタ(２
/23)

忠清南道10周年記念式典

コア期間

伊豆文学祭（仮称）

ｺﾞｰﾙﾃﾞﾝｻｯｶｰｱｶﾃﾞﾐｰ 富士山女子駅伝

ｼﾞｬﾊﾟﾝMTBｶｯﾌﾟ

 ＳＰＡＣ・県域オーケストラ公演

国際音楽ｺﾝｸｰﾙｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

ｶﾞｽﾄﾛﾉﾐｰﾂｰﾘｽﾞﾑﾌｫｰﾗﾑ

全国障害者ｱｰﾄ公募展

三霊山記念講演等

花博20周年ﾌﾟﾚｲﾍﾞﾝﾄ

農村ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙﾂｰﾘｽﾑﾌｫｰﾗﾑ

特別茶会

   ＜各市町・民間主催
文化振興事業＞

静岡水わさび世界農業遺５周年記念事業

中国・杭州アジア大会

済州国際青年/青少年ﾌｫｰﾗﾑ

都市装飾(ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ期間) 都市装飾（コア期間）

東京ｶﾞｰﾙｽﾞｺﾚｸｼｮﾝ

民俗芸能ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ(静岡市)

あいのうた短歌コンテスト

食の都しずおかﾚｽﾄﾗﾝﾌｪｱ（～２月）

デジタルアートコンテスト

ふじのくに野外芸術ﾌｪｽﾀ(浜松城公
園)

４県道学生交流会

ＫＰＯＰﾄｰｸｶﾌｪ

富士山ｺﾝﾌｧﾚﾝｽ
全国大学ｺﾝｿｰｼｱﾑ研究ﾌｫｰﾗﾑ

県立大学国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

富士山世界遺産登録
10周年記念式典

(

通
年)

食の都しずおかﾚｽﾄﾗﾝﾌｪｱ

在外公館等での天皇誕生日祝賀レセプション

大使館県内視察ツアー

移住・定住促進イベント

南アルプス学会シンポジウム

ガストロノミーツーリズムセミナー

茶の都ミュージアム館長対談「お米とお茶」

日中青年代表交流発展浙江省魅力探求セミナー

ふじのくに子ども芸術大学

(

通
年)

しずおか遺産による文化財活用

食の都しずおかﾚｽﾄﾗﾝﾌｪｱ

食文化ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

生涯ｽﾎﾟｰﾂ･体力つくり全国会議2023

浜名湖ﾐﾅﾄﾘﾝｸﾞ

日中韓ｱｰﾃｨｽﾄ協働作成

障害者芸術祭

観光演劇（伊豆の踊子）

書道ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

障害者芸術祭

＜Ｒ4アーツカウンシルしずおか助成事業(参考)＞
熱海未来音楽祭、ｵﾝﾗｲﾝｸﾛｽﾛｰﾄﾞ、しゃぎりﾌｪｽ
ﾃｨﾊﾞﾙ、原泉ｱｰﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ、Cliff edge project、
熱海怪獣映画祭 等

食文化ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

ふじのくに芸術祭

大道芸ワールドカップ浜松まつり

＜大河ドラマ関係＞

三嶋大社祭り

テックビート
袋井花火大会

しまだ大井川ﾏﾗｿﾝ
全国PK選手権大会

下田市黒船祭
菊川市産業祭

ﾊﾟﾗｻｰﾌｨﾝﾌｪｽﾀ
富士ｽﾋﾟｰﾄﾞｳｪｲ ﾏﾗｿﾝ大会

NEW!わかふじ国体
20周年記念事業

全州市ﾒﾃﾞｨｱの招へい

成都市・
梅州市
ﾒﾃﾞｨｱ招へい

三霊山協定締結式（1/22）

大百済典

三霊山懇談会

韓国文化の日

太平洋島嶼国・日本地方自治体ﾈｯﾄﾜｰｸ会議

関西領事団県内ツアー

駐日外交団に
よる地方視察ﾂｱｰ

ふじのくに交流会

地域の魅力発信ｾﾐﾅｰ

ﾌﾟﾗｽｴｼｶﾙ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

東アジアを中心としたインバウンド誘客

防災学講座・ジュニア防災士養成講座

空港関係PR事業

観光アプリによる観光情報の発信

「文化の匠」派遣事業

地域学の充実・発信事業

インフラ文化の発信

生徒企画の「ゆめ授業」

県高等学校総合文化祭

県中学校総合文化祭

未来を切り拓く
Dream授業・賀茂版

ふじのくに実学ﾁｬﾚﾝｼﾞﾌｪｽﾀ

富士山世界遺産登録
10周年国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

CNF展示会

温泉ｻﾐｯﾄ

茶草場農法認定10周年記念事
業

量販店での静岡フェア（ヤオコー）

和の食文化の発信業務

静岡ﾎﾋﾞｰｼｮｰ

静岡[KAGU]ﾒｯｾ2023

注染･ゆかた･和装展

   ＜茶の都ミュージアムによる企画展の開催＞

地域における食文化の取組実施

仕事人等を講師とした
食の都の授業 和の食文化の発信業務

生命の賛歌

 ３ 全体スケジュール
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定義（補助金交付要綱第２）

「文化によって住民の暮らしを豊かにし、地域の活性化や観光の振興等につながるイベント等

の開催事業」

 → その価値や魅力等を国内外に発信できる事業 

 東アジア文化都市における静岡県の考え方は、一般的に想定される文化芸術活動（芸術、
文化財など）ではなく、芸能、スポーツ、茶道・食文化・娯楽の生活文化など、全般を対象
として、より文化を広く捉えることとした。

 文化の捉え方（同要領第２（２））

文化芸術をはじめ、スポーツ、食、ファッション、芸術・芸能、温泉、旅、花・庭、地域産

業、多文化共生等の多彩なテーマで開催する文化事業

 →その価値や魅力等を国内外へ発信できる事業 

 実施コンセプトである「ようこそ！文化が花開く ふじのくに芸術回廊へ！」 の実現に向
けて、県民総がかりで取り組んでいく。  

 ４ 地域連携プログラム
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実施目的

・行政が主体または参画し、県内の市町で実施される文化事業を、東アジア文化都市
 2023静岡県を契機に実施することで、県内各地の魅力発信を図る

補助対象者

・政令市を除く市町又は市町が参画する実行委員会（調整中）

補助対象事業

・前ページの『文化の定義』に関する事業であること。

・次のいずれかに該当するもの

 ① 中国、韓国をはじめ文化における国際交流に関わる事業

 ② 国内・海外に静岡県及び県内市町の文化の魅力を発信できる事業

 ③ 全国に共通する文化の魅力を日本の代表として発信できる事業

補助率・上限額等

 1/2，5,000千円

 ４ 地域連携プログラム（市町事業助成）
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 ４ 地域連携プログラム（市町事業助成）

 ●スケジュール

時 期 内 容

令和４年12月28日 要望調査の実施

令和５年１月20日 市町事務担当者説明会

令和５年３月24日 市町事務担当者説明会（第２回）

令和５年４月～ 地域局宛てに交付申請書提出（都度）

令和５年４月～ 交付決定・事業実施

令和５年４月～ 実績報告書の確認、補助金の支払い（事業終了後）
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現時点！

実施目的

・民間の活力により、東アジア文化都市に対する県民理解を深め、交流を通じて観光や
 産業に活かす創造的な地域づくり、東アジア域内の相互理解の促進を図る

補助対象者

・県内民間団体・グループ

補助対象事業

・前ページの『文化の定義』に関する事業であること。

・次のいずれかに該当するもの

 ① 中国、韓国をはじめ文化における国際交流に関わる事業

 ② 国内・海外に静岡県及び県内市町の文化の魅力を発信できる事業

 ③ 全国に共通する文化の魅力を日本の代表として発信できる事業

上限額・補助率等

 300千円（予定）、非営利団体等：3/4以内、それ以外：1/2以内

 ４ 地域連携プログラム（民間事業助成）

市町向け助成と同様

４月～受付開始予定
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実施目的

・産官学総がかりで「ようこそ！文化が花開く「ふじのくに芸術回廊」へ！」をコンセ
 プトに、幅広い分野にわたり期間中多彩なプログラムを県内各地域で重層的に展開し、
 本県及び日本の文化の魅力を本県から国内外に発信することを目的とする。

申請者

・県、市町、県内民間団体・グループ

認証の対象

・前ページの『文化の定義』に関する事業であること。

・次のいずれかに該当するもの

 ① 中国、韓国をはじめ文化における国際交流に関わる事業

 ② 国内・海外に静岡県及び県内市町の文化の魅力を発信できる事業

 ③ 全国に共通する文化の魅力を日本の代表として発信できる事業

認証した事業・活動への支援

・東アジア文化都市2023静岡県のロゴマークの使用の許可

・実行委員会等の広報媒体を通じた情報発信

・アーツカウンシルしずおかのプログラム・ディレクター等による助言、相談対応

 ４ 認証事業（市町・民間認証事業）

市町向け助成と同様

３月下旬申請受付予定

11

（資料1） 6



（令和５年度）東アジア文化都市地域連携プログラム補助金　候補事業一覧（令和５年３月22日現在）
（単位：人）

始期 終期

芸術 大道芸ワールドカップ 600,000

スポーツ 第37回全国少年少女草サッカー大会 8月11日 8月20日 3,000

産業 第61回　静岡ホビーショー 5月10日 5月14日 25,000

浜松市

茶 ぬまづ大茶会（沼津市制100周年記念・第41回ぬまづ茶会） 5月14日 5月14日 沼津市 1,500

芸術 沼津市芸術祭特別企画（次世代へfor the future…/フラメンコ＋バレエ（仮称）） 9月1日 9月1日 沼津市 1,500

芸術 沼津市芸術祭 秋 秋 沼津市 10,000

芸術 版画滞在制作事業 夏～冬 夏～冬 沼津市 50

音楽 市制100年記念市民が歌う沼津第九演奏会 12月3日 12月3日 沼津市 1,500

熱海市

三島市 その他 三嶋大祭り 8月5日 8月27日 三島市 500,000

富士宮市 国際交流 韓国栄州市高麗人参まつりへの文化産業訪問団派遣事業 秋頃 秋頃 韓国栄州市 1,000,000

その他 按針祭海の花火大会 伊東市

その他 タライ乗り競争 伊東市

その他 伊東市芸術祭 9月 11月 伊東市 5,000

島田市 スポーツ しまだ大井川マラソンinリバティ 10月 10月 島田市 9,600

富士市 その他 富士まつり２０２３ 7月23日 7月23日 富士市 60,000

スポーツ 磐田U-12国際サッカー大会 7月28日 7月31日 磐田市 200

国際交流 磐田・袋井・掛川インターナショナルフェア 1月22日 1月23日 磐田市 不明

スポーツ 多文化ＳＨＩＺＵカップ 未定 未定
磐田市、浜松市

など
300

国際交流 みんな集まれ！ 未定 未定 磐田市 70

開催日

11月上旬

8月

7月

市町名 区分 事業・イベント名 開催場所
参加
人数

静岡市 静岡市

沼津市

伊東市
200,000

磐田市

取り まとめ中

取り まとめ中

始期 終期

開催日
市町名 区分 事業・イベント名 開催場所

参加
人数

文化財 (仮)焼津遺産フォーラム(焼津の伝統食等を周知するイベント) 調整中 焼津市

食 魚フェス＋全国かつおまつり 11月4日 11月4日 焼津市

スポーツ 青少年スポーツ交流事業 ５月 ８月 モンゴル国

芸術 かけがわ茶エンナーレ2024 プレイベント 未定 未定 掛川市 10,000

その他 第73期王将戦七番勝負掛川対局開催 掛川市 1,500

スポーツ 全国ＰＫ選手権大会㏌ Fujieda 8月19日 8月20日 藤枝市 10,000

国際交流 藤枝地域の魅力再発見事業 12月 12月 藤枝市 25

芸術 びじゅつじょろん６（仮） 2月19日 2月27日 藤枝市 800

御殿場市 スポーツ 富士登山駅伝競走大会 8月6日 8月6日 御殿場市 3,000

農業 鳥居信平氏・生誕140年記念講演会　 袋井市 100

芸術 県オペラコンクール開催記念 三浦環講演会 袋井市 100

スポーツ ＮＥＷ!わかふじ国体20周年記念事業 10月 10月 袋井市 1,000

スポーツ スポーツを核とした地域振興事業（スポーツ合宿誘致・受入） 5月 3月 袋井市 300

芸術 ふくろい遠州の花火 7月29日 7月29日 袋井市 400,000

その他 遠州三山風鈴まつり 5月20日 8月31日 袋井市 800,000

食 どまん中ふくろい全国だんごまつり実行委員会 11月3日 11月3日 袋井市 25,000

下田市 下田市

裾野市 その他 秋花火 調整中 調整中 裾野市 10,000

その他 湖西おいでん祭 湖西市 7,000

花・庭 中根金作庭園整備事業 4月1日 12月31日 湖西市 不明

芸術 湖西市芸術祭（芸能祭・音楽祭・白秋祭） 5月20日 10月9日 湖西市 1,150

食 「こさいの豚肉」ＰＲイベント開催事業 9月 11月 湖西市 500

未定（1～3月）

9月頃

焼津市

掛川市

藤枝市

湖西市

袋井市

取り まとめ中
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始期 終期

開催日
市町名 区分 事業・イベント名 開催場所

参加
人数

文学 （仮）伊豆文学まつり　ほか 10月 12月 伊豆市 500

文学 絵本ツーリズム 10月 11月 伊豆市 50

文学 井上靖顕彰イベント（敦煌・楼蘭）【予定】 10月 11月 伊豆市 300

音楽 伊豆市グリーンコンサート2023【予定】 11月26日 11月26日 伊豆の国市 970

音楽 （仮）ピアノコンサート ９月 10月 伊豆市 300

御前崎市

茶 茶畑の中心で愛を叫ぶ！ 10月1日 10月1日 菊川市 150

芸術 菊川市文化祭 10月28日 10月29日 菊川市 1,500

芸術 菊川市芸術文化振興事業 秋 秋 菊川市 500

産業 菊川市産業祭 11月19日 11月19日 菊川市 13,000

国際交流 友好都市文化交流事業（中学生海外研修） 8月4日 8月9日
モンゴル国ソンギノ

ハイルハン区
14

スポーツ モンゴル国ﾅｼｮﾅﾙﾁｰﾑ友好伊豆の国市長杯少年柔道錬成大会 12月2日 12月12日 伊豆の国市 300

牧之原市 スポーツ 第２回静波パラサーフィンフェスタ「JAPAN　OPEN」 4月22日 4月24日 牧之原市 3,000

東伊豆町

河津町 スポーツ 第８回 河津フラワートライアスロン大会 10月29日 10月29日 河津町 500

南伊豆町 食 ①南伊豆町伊勢海老まつり（10/1～11/30）②伊勢海老づくしの特別な日（10/8予定） 10月1日 11月30日 南伊豆町 1,000

その他 「依田勉三」生誕170年イベント 6月25日 6月25日 松崎町 500

芸術 全国漆喰こて絵コンクール 7月 11月 松崎町 500

旅 客船への食材提供事業① 7月26日 7月26日 西伊豆町 500

旅 客船への食材提供事業② 8月20日 8月20日 西伊豆町 500

旅 「食」をテーマとしたツアー事業 4月1日 3月31日 西伊豆町 100

スポーツ スポーツ合宿の誘致事業 4月1日 3月31日 西伊豆町 100

伊豆市

菊川市

伊豆の国市

松崎町

西伊豆町

取り まとめ中

取り まとめ中

始期 終期

開催日
市町名 区分 事業・イベント名 開催場所

参加
人数

函南町 その他 かんなみ猫おどり 8月5日 8月5日
川の駅「伊豆ゲート

ウェイ函南」
5,000

その他 湧水まつり 8月5日 8月5日 清水町 15,000

国際交流 姉妹都市・友好都市交流事業 11月3日 1月下旬 清水町 360

芸術
泉のまち音楽会/泉のまちカレッジ/音楽コンサート/町全体が美術館/古典芸能鑑賞会/文化芸術
講座/芸術祭/文芸しみず記念事業

4月4日 3月31日 清水町 -

花・庭 柿田川みどりまつり 5月13日 5月13日 清水町 1,000

その他 町制施行60周年記念式典 11月3日 11月3日 清水町 300

長泉町 文学 井上靖文学館　開館50周年記念事業 長泉町 不明

スポーツ モータースポーツの聖地「富士スピードウェイ」のコースを走るマラソン大会。 12月17日 12月17日
富士スピードウェイ

（小山町）
2,000

スポーツ ツアー・オブ・ジャパン2023富士山ステージ 5月26日 5月26日 小山町 10,000

世界遺産 富士山 世界文化遺産登録10周年記念事業 7月1日 7月1日 小山町 200

国際交流 小山高校・海寧高級中学校交流事業 8月上旬 8月下旬 小山町・海寧市 30

国際交流 国際姉妹都市カナダミッション市公式訪問団受入れ事業 10月 10月 小山町 20

吉田町

川根本町 文化財 文化財広報事業 4月1日 3月31日 川根本町

書 杭迫柏樹　書道作品展（仮） 森町 1,000

文化財 国指定重要無形民俗文化財　遠江森町の十二段舞楽（仮） 森町 500

芸術 第6回陶芸家作品展遠州森乃炎 6月9日 6月11日 森町 400

その他 電動アシスト付き自転車特別試乗会in森町 10月1日 10月1日 森町 180

その他 森町産業祭「もりもり2万人まつり＆農協祭」 11月19日 11月19日 森町 5,000

11月25日前後

9月又は10月

実施未定

清水町

小山町

森町

取り まとめ中
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令和５年３月 29 日

「伊豆半島 住む人・来る人 感謝祭」の開催結果

（賀茂地域局、美しい伊豆創造センター）

要旨

コロナ禍により停滞する地域経済の活性化及び、令和５年３月 19 日の伊豆縦貫自

動車道河津下田道路の一部開通や伊豆半島ジオパークの再認定を踏まえた、「世界

レベルの魅力あふれる自然を生かした観光交流圏」の実現に向け、地域住民が伊豆

半島の魅力を再発見・満喫し、来訪者に伊豆半島・賀茂地域の魅力を情報発信する

ことを目的に、観光・商工団体、市町、県、美しい伊豆創造センター（以下「美伊

豆」）が一丸となり、観光・物産展フェアを定期的に開催した。

１ 目的・対象

２ 開催概要

３ 開催結果等

・キッチンカーエリア７者（両日出店 ３者）、特産品ブース 15 者（両日出店 12 者）

・来場者数（概算）：3,300 名（３月 18 日 300 名、３月 19 日 3,000 名）

※ＡＢＣスタイル出張料理教室参加延べ人数 35 名（同伴者含まず）

４ 今後の展開

・継続的なイベント開催によるイベント自体のブランド化（令和５年開催予定）

・賀茂地域１市５町との連携強化

目的 「世界レベルの魅力あふれる自然を生かした観光交流圏」の実現

対象

地域

住民

・地域の魅力再発見［観光（歴史・ジオ）、物産など］

・伊豆縦貫自動車道延伸、早期完成への機運醸成

⇒地域住民の満足度向上、経済活性化

来訪

者等

・地域の魅力発信［観光（歴史・ジオ）、物産など］

・伊豆縦貫自動車道延伸による利便性 PR

⇒主に伊豆半島地域内の交流、経済活性化

ｲﾍﾞﾝﾄ名称 伊豆半島 住む人・来る人 感謝祭（伊豆・住・感：いず じゅう かん）

実施主体 主催：静岡県賀茂地域局、（一社）美しい伊豆創造センター

日 時

令和５年３月 18 日（土）10 時～16 時

３月 19 日（日）10 時～15 時

※出張料理教室は、各日第１部：10 時～、第２部：13 時 30 分～

会 場 道の駅「開国下田みなと」

展 示

内 容 等

○物産販売（地域ブランド品、スイーツ等の販売）、キッチンカー出店

※伊豆半島 15 市町の商工会等を通じて募集

○伊豆半島ジオパークＰＲブース

○伊豆縦貫自動車道ＰＲブース

○災害体験・防災啓発コーナー（起震車や VR 体験等）

○地域食材を使った出張料理教室（ABC スタイル）

資料２
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（メイン会場のようす）

（伊豆半島ジオパーク PR ブース）

（伊豆縦貫自動車道 PR ブース） （起震車）

（防災展示）
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災害備蓄食料の共同調達に係る検証報告

（賀茂地域局）

１ 要旨

賀茂地域広域連携会議の取組事案である「市町間連携による共同調達体制の構

築」に関して、今年度は災害備蓄食料を対象とした共同調達を試行したので、そ

の検証結果を報告する。

２ 実施概要

※ 「共同調達に関する基本協定書（写）」は別紙２を参照。

３ 検証結果

・スケールメリットを享受するためには調達品目の仕様を統一することが必要

・幹事を務めた東伊豆町は通常の入札等事務のほか、参加市町間の調整（時期、

品目、数量及び入札参加業者等）など新たな事務が発生

４ 検証結果を踏まえた調整事項

今後の共同調達体制の可能性やあり方の検討に当たり、以下の３点について調

整が必要となる。

（１）選定すべき対象品目

①６市町で仕様が同じ品目

②市町間で早期かつ容易にすり合わせ可能な品目

③調整を要するが、金額が大きくスケールメリットが出やすい品目等

（２）「協議の場」の設置

・「協議の場」に参加すべき関係部署としては、物品を必要とする担当課のほか

会計事務担当課や、全体を統括する企画担当課など

・「協議の場」は６市町間の調整を担い、「品目の選定」「共同調達手法」「課題

への対応」等について協議

（３）恒久的な協定の締結

・試行では一時的な協定としたが、本実施では６市町間で物品共同調達に係る

恒久的な協定を締結

５ 今後の方向性

・調整事項を踏まえて、幹事会にて専門部会の設置も含めた検討をしていく

参加市町 東伊豆町、松崎町、西伊豆町

調達品目・数量・仕様等 （別紙１「調達品目等一覧」を参照）

調達方法
参加３町が協定を締結した上で、東伊豆町が幹事町

として一括して入札等を行い、各町が個別契約

資料３
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災害用備蓄食料 調達品目等一覧

単位等 仕様特記事項 購入者 納入先 該当品例示(メーカー・商品名)

アルファ米 味付けごはん １食/個

①１食毎の個食タイプ(スプーン付き)
②内容量100g以上
③少量の水若しくはお湯で調理できるもの
④常温での保存可能期間５年以上、かつ賞味期限が令
和９年12月末以降
⑤食品表示法で表示が定められているアレルギー物質
28品目不使用

20,000 個
東伊豆町
(防災課)

東伊豆町防災倉庫
（東伊豆町立体育センター(賀茂郡東伊豆町稲取
3348-19)付近）

尾西（ドライカレー・わかめごはん）

味付けごはん １食/個

①１食毎の個食タイプ(スプーン付き)
②内容量280g以上
③そのまま食することができるもの(水の必要がない
もの)
④常温での保存可能期間７年以上、かつ賞味期限が令
和11年12月末以降
⑤食品表示法で表示が定められているアレルギー物質
28品目不使用

6,600 個
松崎町

（総務課防災係）
旧岩科小学校１階多目的ホール
（賀茂郡松崎町岩科北側442）

レトルト米
HOZON HOZON　おいしいごはん

250 個
西伊豆町役場本庁舎１階
（賀茂郡西伊豆町仁科401-1）

250 個
西伊豆町住民防災センター
（賀茂郡西伊豆町宇久須270-1）

1,000 個
西伊豆町役場本庁舎１階
（賀茂郡西伊豆町仁科401-1）

1,000 個
西伊豆町住民防災センター
（賀茂郡西伊豆町宇久須270-1）

1,000 個
西伊豆町役場本庁舎１階
（賀茂郡西伊豆町仁科401-1）

1,000 個
西伊豆町住民防災センター
（賀茂郡西伊豆町宇久須270-1）

容量大 ２ℓ/本
○常温での保存可能期間12年以上、かつ賞味期限が令
和16年12月末以降 600 本

松崎町
（総務課防災係）

旧岩科小学校１階多目的ホール
（賀茂郡松崎町岩科北側442）

12年保存飲料水
DSW PREMIUM 12YEARS

容量小 500㎖/本
○常温での保存可能期間12年以上、かつ賞味期限が令
和16年12月末以降 2,400 本

松崎町
（総務課防災係）

旧岩科小学校１階多目的ホール
（賀茂郡松崎町岩科北側442）

12年保存飲料水
DSW PREMIUM 12YEARS

長期保存ゼ
リー

１食/個

①１食毎の個食タイプ
②内容量100g以上
③常温での保存可能期間５年以上、かつ賞味期限が令
和９年12月末以降
④食品表示法で表示が定められているアレルギー物質
28品目不使用

2,000 個
松崎町

（総務課防災係）
旧岩科小学校１階多目的ホール
（賀茂郡松崎町岩科北側442）

LIFESTOCK エナジータイプ

品目大区分 品目中区分 必要数量

玄米がゆ １食/個

①１食毎の個食タイプ(スプーン付き)
②内容量220g以上
③そのまま食することができるもの(水の必要がない
もの)
④常温での保存可能期間４年以上、かつ賞味期限が令
和８年12月末以降
⑤食品表示法で表示が定められているアレルギー物質
27品目不使用

西伊豆町
（防災課）

レトルト米
石井食品　玄米がゆ

玄米小豆がゆ １食/個

玄米梅がゆ １食/個

飲料保存水

レトルト米

別紙１

別紙１
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令和５年３月 29 日

教育委員会の共同設置専門部会

（要 旨）

第34回の専門部会を開催し、来年度の予定等について協議を行った。

１ 会議の概要

２ 協議内容

令和５年度の専門部会での主な協議事項や賀茂地域住民アンケート調査結果について

情報共有及び意見交換を行った。

【意見交換の概要】

・Dream授業で学んだことを参加生徒が学校に還元できる仕組みがあると良い。

・下田市以外での寺子屋の開催や、日常的に高校生が放課後に小中学生の学習指導を行う

など、寺子屋の取組を発展させられると良い。

・ボランティア活動が子どもたちの地元愛の醸成に繋がっている。

・小中高の接続・連携を強め、賀茂地域全体でどのような人材を育てたいか議論したい。

３ 今後のスケジュール（予定）

（県教育委員会）

項 目 内 容

未来を切り拓くDream授業･賀茂版 ８月実施、終了後振り返り

しずおか寺子屋in賀茂キャンパス ８月実施、終了後振り返り

大学等連携 賀茂キャンパス活用推進委員会 ほか

調査研究 市町の要望を踏まえて実施（学校統合、社会教育等）

賀茂地域教育振興方針（Ｒ２～５） ５年度中に改訂作業を実施（詳細は別添資料のとおり）

時 期 内 容 協議事項等

５～６月頃 第35回専門部会
Dream授業・賀茂版、しずおか寺子屋in賀茂、

賀茂地域教育振興方針の改訂方針 等

（日時）令和５年３月13日（月）14時～16時

（議事）来年度の予定（主な協議事項等）ほか

資料４
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賀茂地域教育振興方針の改訂

（教育政策課）

１ 賀茂地域教育振興方針（令和２～５年度）の概要

前方針（平成28～令和元年度）で進めてきた連携の仕組みを活かして、子供たち

一人一人に賀茂地域のよさを伝えていく視点に重点を置いた取組を進める。

○「賀茂の教育」の基本理念 ～「賀茂の子」～

○「賀茂の教育」の基本目標

○ 施策の方向性と重点取組

○ 重点取組の主な内容

２ 賀茂地域教育振興方針の改訂

令和５年度が現方針の最終年度であることから、これまでの取組の進捗や成果等を踏ま

え、今後の重点取組等について令和５年度に改訂作業を行う。

＜想定スケジュール＞

方向性 今後の取組（柱）

１
賀茂地域の将来に向けて、地域全体

で取組を進めていく一体感の形成
「賀茂の子」の理念の共有

２

子供たちが、「賀茂地域に帰ってき

たい」と思えるよう、地域の魅力を

伝える教育の充実

①幼児教育の推進

②活力ある小・中学校づくり（学校統合を含む）

③高校の魅力化

④大学・学生との連携（フィールドワーク等）

３

子供たちが、地元に帰ってきて、学

び続けることや地域に貢献できる

環境の構築

④大学・学生との連携（地域づくり人材等育成）

⑤社会教育の魅力化

重点取組 主な取組項目

①幼児教育 幼児教育アドバイザー巡回、研修の充実、家庭・地域との連携強化

②小・中学校 研修・ICT 活用、地域学（賀茂版 Dream 授業）、学校統合の研究

③高校 地域の関係者が連携した高校の魅力化、教職員の資質向上、ICT 活用

④大学・学生 フィールドワーク等の推進、観光コースとの連携、賀茂キャンパス活用

⑤社会教育 社会教育に係る研究（施設間連携、FM 等）、社会人コースの支援

５～６月頃 第 35 回専門部会（現方針の取組状況確認、改訂方針の協議）

10～11 月頃 第 36 回専門部会（改訂素案の協議）

２～３月 第 37 回専門部会（改訂案の協議）

「『賀茂は一つ』の想いのもと、ふるさとに誇りと愛着を持ち、地域の発展に貢献できる人」

・学校・家庭・地域が連携し、地域全体で「賀茂の子」を育てる環境づくり

・学校教育・社会教育の魅力化により、教育で人を呼び込む地域づくり

別添資料
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令和５年３月 29 日

賀茂地域住民アンケート調査事業（実施結果）

（賀茂地域局地域課）

（要旨）

人口減少や少子高齢化等の課題解決に向け、賀茂地域が新たな価値を創造できる場所、

新たな生き方を実現できる場所となるために、必要な施策について、考察を行うことを目

的に実施した各アンケートの結果を報告する。

１ 調 査 概 要

各世代ごとにアンケートを実施し、定住意識に対する世代間の影響及び住民ニーズ

の調査を行った。

〈調査スケジュール〉

９月 10月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

〈委託先〉一般社団法人伊豆半島創造研究所（下田市２丁目 12－17）

平成 28 年度及び令和元年度アンケート調査委託先

調 査 対 象：賀茂地域の小６・中３・高３の生徒

調 査 期 間：R4.9.1～R4.9.15

調 査 方 法：各学校にアンケートを配布・回収

調査対象数：1,085 人 回 収 率：94.7％

調査回答数：1,027 人

調 査 対 象：賀茂地域の全住民

調 査 期 間：R4.12.1～R4.12.28

調 査 方 法：商工会等を経由し、アンケートを配布

・回収。Web 上でも実施。

調査対象数：約 58,000 人

調査回答数：1021 人

学生アンケート

調 査 対 象：賀茂地域の二十歳の集い対象者

調 査 期 間：R4.10.1～R5.1.11

調 査 方 法：対象者へ Web アンケートを実施

調査対象数：約 500 人

調査回答数：169 人

二十歳の若者アンケート

〈調査対象と世代別人口〉

賀茂地域の総人口：57,040 人（R4.10.1）

90 歳以上（2,299 人）

80-89 歳（7,488 人）

70-79 歳（12,297 人）

60-69 歳（8,803 人）

50-59 歳（7,909 人）

40-49 歳（5,966 人）

30-39 歳（3,551 人）

20-29 歳（2,541 人）

7-19 歳（4,641 人）

0-6 歳（1,417 人）

住民アンケート

年齢不詳（128 人）

令和 4 年度静岡県年齢別人口推計より引用

9/1～15

学生アンケート

集計・分析

10/1～11/15

二十歳の若者アンケート

集計・分析

二十歳の集い
1/8

概要版作成

住民アンケート

12/1～12/28

集計・分析

12/8 新聞広告

３/10

報告書公表

報告会の実施

３月下旬

資料５
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２ 各アンケート調査結果

（１）学生アンケート調査

ア 「今から 15 年後、あなたは賀茂地域に住んでいたいですか」に対する回答

○小・中・高全体で「はい」が 28％、前回調査の 32%と比べて４ポイントの減少。

調査開始から３期連続の減少となった。

○進級した生徒の意識変化を見ると、小学生として賀茂地域に「住んでいたい」という

意見が最も高い世代であったが、高校生となった現在は「住んでいたくない」が最も高

い高校生世代となった。

○それぞれの理由について、前回調査から、大きな変化はなかった。

はい
 48%いいえ

 52%

小学生

はい
 30%

いいえ
 70%

中学生

はい
40%いいえ

60%

高校生

はい
 37%

いいえ
 63%

はい
 23%

いいえ
 77%

はい
35%

いいえ
65%

はい
 44%

いいえ
 56%

はい
 17%

いいえ
 83%

はい
24%

いいえ
76%

平成 28 年度

令和４年度

令和元年度
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イ 「将来やりたい仕事は賀茂地域にありますか？」に対する回答

○割合、上位 10の職業について、前回調査から、大きな変化はなかった。

ウ 「あなたは賀茂地域にどんな仕事があるかをどうやって知りましたか？」に対する回答

○小・中・高の各世代間において、大きな変化はなかった。

エ 「あなたの進路について」に対する回答

○中学生の進路

○高校生の進路

下田市 河津町 東伊豆町 南伊豆町 松崎町 西伊豆町

賀茂地域高校 101 人 41 人 40 人 42 人 37 人 34 人

賀茂地域以外高校 15 人 7 人 12 人 11 人 4 人 4人

県外高校 5人 0人 １人 2人 1人 0人

その他、無回答 3人 0人 0人 1人 1人 2人

下田高校 南伊豆分校 稲取高校 松崎高校

県内大学 19 人 3人 3 人 7 人

県内専門学校 6人 4人 14 人 17 人

県外大学 106 人 0人 12 人 6 人

県外専門学校 17 人 5人 20 人 20 人

その他、無回答 9人 5人 22 人 21 人

あると思う

 55%ないと思う

 45%

令和元年度調査

あると思う
56%ないと思う

44%

令和４年度調査

人気上位10の職業
小学生 中学生 高校生 全体

1.飲食系 1.医療系 1.医療系 1.医療系
2.医療系 2.看護師 2.看護師 2.飲食系
3.公務員 3.飲食系 3.公務員 3.看護師
4.動物、ペット系 4.公務員 4.教育関係 4.公務員
5.看護師 5.美容系 4.ＩＴ系 5.美容系
6.芸能系 6.保育士 4.美容系 6.動物、ペット系
7.ユーチューバー 7.動物、ペット系 7.建築、建設系 7.教育関係
8.ゲーム関係 8.絵を描く 7.飲食系 8.芸能系
9.その他スポーツ系 8.教育関係 9.芸能系 8.保育士
9.野球 10.建築、建設系 9.保育士 10.建築、建設系

その仕事は具体的にどんな名前の職業ですか（令和４年度）
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オ 「あなたは賀茂地域が好きですか」に対する回答

○小・中・高全体で「はい」が 90％となった。

特に、河津町と松崎町の小学生では、「はい」と回答した割合が 100％となった。

カ 「静岡県が 2年連続移住したい都道府県 1位に選ばれましたが、そのことについ
てどう感じますか」に対する回答

○小・中・高の各世代で「驚いた」が最も多い回答となった。
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（２）住民アンケート調査

ア 「将来的にたくさんの人に地元に住んでほしいと思いますか」に対する回答状況

○「はい」が 85％、前回調査の 84％と比べて１ポイントの増加。

イ 「あなたのお子さんやお孫さんに将来的に地元に住んでほしいと思いますか？」

に対する回答状況

○「子や孫がいる」と回答した方（795人）の回答状況

｢あなたの子や孫に将来的に住んでほしいか｣は前回調査に比べて３ポイントの増加。

・市町別内訳

・｢はい｣と回答した方の理由における市町別内訳 ※複数回答あり

全体 下田市 東伊豆町 河津町 南伊豆町 松崎町 西伊豆町

はい 472 191 63 52 68 49 49

いいえ 323 118 72 42 43 27 21
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・「いいえ」と回答した方の理由における市町別内訳

ウ 「あなたのお子さんやお孫さんにどのような仕事に就いて欲しいですか」に対する

回答状況

○学生アンケート同様、「医療・福祉」に関する職業が上位となった。

また、「その仕事は賀茂地域にある」と答えた方は 67％となった。

エ 「将来的に子供たちが帰ってくるような地域にするには、どうすれば良いと思い

ますか」に対する回答状況

全体 下田市 東伊豆町 河津町 南伊豆町 松崎町 西伊豆町

地域の暮らしを未来につなげるため 260 103 31 30 41 27 28

豊かな自然など魅力が多い 123 53 14 13 15 15 13

地元の歴史・文化を残したい 31 10 7 2 4 5 3

住んでいる人の気質が良い 29 11 5 6 2 1 4

その他 31 14 6 3 6 1 1

全体 下田市 東伊豆町 河津町 南伊豆町 松崎町 西伊豆町

若者が活躍できる場所がない 197 75 40 29 21 19 13

地元はしがらみが多い 44 10 16 5 7 4 2

地震・津波が心配 22 5 4 4 3 4 2

その他 64 28 12 7 12 1 4
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オ 「市町の魅力について教えてください」に対する回答状況

その魅力は地域の方へ十分に伝わっていると思いますか

市町 豊かな自然 住んでいる人の気質が良い 歴史や文化が素晴らしい 仕事と趣味が両立しやすい ビジネスチャンスがある その他

下田市 309 31 52 19 4 13

東伊豆町 124 13 7 5 6 4

河津町 83 15 7 4 1 3

南伊豆町 92 21 2 8 5 4

松崎町 51 20 14 3 0 1

西伊豆町 70 13 3 5 3 0

総計 729 113 85 44 19 25

市町 はい いいえ

下田市 44％（192 人) 56％(241 人)

東伊豆町 49％(77 人) 51％(81 人)

河津町 53％(60 人) 47％(54 人)

南伊豆町 47％(63 人) 53％(70 人)

松崎町 40％(34 人) 60％(52 人)

西伊豆町 46％(45 人) 54％(52 人)

総計 46％(471 人) 54％(550 人)
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（３）二十歳の若者アンケート調査

ア 「将来、出身地、賀茂地域内で生活したい、生活し続けたいと考えていますか」に対

する回答（現在の住まい別に集計）

○県外に住んでいる学生で「はい」が 11％となった。

イ 「学生アンケートの結果を踏まえて、賀茂地域に住む（住み続ける）ためには、どの

ような取り組みが必要と考えますか」に対する回答

ウ 「あなたは賀茂地域に魅力を感じていますか」に対する回答

（現在の住まい別に集計）

○「感じている」と答えた方の 79％が「自然」に関する理由であった。

その他における主な意見

・地域活性化

・不便さの解消 など
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